でよ いのです けれども、 燕 も 時々 は あきる とみえて 群 

れを 作って ひっこし をし ます。 ある 時 その 群れの 一 つ 

がョ ー 口 ツバに 出かけて、 ドイツと いう 国 を 流れて い 

る ライン川の ほとりまで 参りました。 この 川 はたい そ 

うきれ いな 川で 西岸に は 古いお 城が あつたり 葡萄の 畑 

あ ^ 

があった りして、 川 ぞいに はお リ しも 夏です から 葦が 

青々 とすず しく しげつ て いました。 

燕 はお もしろ くって たまりません。 まるでみ なで 鬼 

ご つ こ をす るよう にかけ ちが つ たり すりぬけた リ 葦の 

間 を 水に 近く 日が な 三界 遊びく らし ましたが、 その 中 

一 つの 燕 はおい しげった 葦原の 中の 一 本の やさしい 形 



も 済みます と、 もう 冬 ごもり のした くです。 朝 ごとに 

きり こ 

河 面 は 霧が 濃くな つ てうす 寒く さえ 思われる 時節と な 

ひとり 

りました ので、 気の 早い 一 人の 燕が もう 帰ろうと 言い 

だすと、 他の もそう だ と言うので そろそろ 南に 向か つ 

て 旅立ち を 始めました。 

ただ やさしい 形の 葦と なかの よくな つ た 燕 は 帰ろう 

まう ま い 

とはいた しません。 朋輩が さそっても いさめても、 ま 

だ 帰らな い の だと だ だ を こねて とうとう ひとり ぼ つ ち 

になって しまいました。 そうなる とたよりに する もの 

は 形の いい 一 本の 葦ば かりであります。 ある 時 その 燕 

-A たり， ほ 

は 一 一人つ きりで お 話 をしょう と 葦の 所に 行って 穂の 出 



た 茎 先にと まります と、 かわいそうに 枯れ かけて いた 

葦 は ぼっきり 折れて 穂先が 垂れて しまいました。 燕 は 

おどろいて いたわりながら、 

「葦さん、 ぼく は 大変な 事 をした ねえ、 いたいだろう」 

と 申します と 葦 は 悲しそう に、 

「それ はすこし はいたう) ，- ざいます」 

と 答えます。 燕 は 葦が かわいそう ですから なぐさめ 

て、 

「だってい いや、 ぼく は 葦さん とい つ しょに 冬まで い 

るから」 

すると 葦が 風の 助けで 首 を ふりながら、 



時に したく をしょう と 立ち上がった 時、 ぴかぴか光る 

金の 延べ板 を 見つけ 出した 時の 喜び は どんなで したろ 

う、 神様のお めぐみ を ありがたく おしいただいて その 

晚は 身になる 御飯 をいた した のみでな く、 長く とど こ 

お つ ていたお 寺のお 布施 も 済ます 事が できまして、 

涙 を 流して 喜んだ のであります。 燕 も 何 かたい へ ん 

よ い 事 をした ように 思 つ ていそい そと 王子のお 肩に も 

きょう ごんじょう 

ど つ て 来て 今日の 始末 をち くいち 言上 におよ び まし 

た。 

次の 朝 燕 は、 今日 こそ はした わしい ナイル川に 一 日 

ラ. つ 

も 早く 帰ろうと 思 つ て 羽毛 をつ くろ つ て 羽ばたき をい 



うかが へ や 

窺 つ て 例の 金の 板 を 部屋の 中に 投げ こんで しまい ま 

した。 画家の 喜び は 何に たとえましょう。 天の 助けが 

あるから 自分 は 眼病 をな おした 上で 無類の 名画 を かい 

て 見せる と 勇み立 つ て 医師の 所に かけつけて 行き まし 

た。 

王子 も 燕 も はるかに これ を 見て、 今日 も 一 ついい 事 

をした と 清い 心 を も つ て 夜の ねむりに つきました。 

そうこう する うちに 気候 はだん だんと 寒くな つ てき 

からかね 

ました。 青銅の 王子の 肩で は なかなか しのぎが たいほ 

どに なりました。 しかし 王子 は 次の 日 も 次の 日 も 今 ま 

しよ-つじ さ 

で 長い間 見て 知っている 貧しい 正直な 人 や 苦しんで 



と、 だれか 二人 王子の 像の 下に ある 露台に ^ かけて ひ 

そ ひそ 話 をして いるものが あります。 

王子 も 燕 も 気が ついて 見ます とそ こに は 一 人の わか 

い 武士と 見目 美しい おとめと が 腰 を かけて いました。 

一 一人 はもと よりお 話 を 聞く ものが あろうと は 思い ませ 

ん ので、 しきりと たがいに 心の あり たけを 打ち 明かし 

ていました。 やがて 武士が 申します のに は、 

「二人 は 早く 結婚した いの だけれ どもたい せつな もの 

がない のでで きないの は 残念 だ。 それ は 私の 家で は 結 

婚 する 時に きっと 先祖から 伝えて きた 名 玉 を 結婚の 指 

輪に 入れなければ できない 事に なって います、 ところ 



ら どうか 私の 目から ひとみ をぬ き 出して あの 一 一人に 

やってくれ」 

とお つし やりながら なお 涙 を はら はらと 流され まし 

た。 およそ 世の中で めくら ほどきの どくな もの はあり 

ません。 毎日き れいに 照らす 日の目 も、 毎晚 美しく か 

あか もみじ 

が やく 月の 光 も、 青い わか 葉 も 紅い 紅葉 も、 水の 色 も 

空の いろどり も、 みんな 見え なくなって しまう のです _ 

試みに 目 をふさいで 一 日 だけが まんがで きます か、 で 

きますまい。 それ を 年が年 じゅう 死ぬ までして いなけ 

れ ばなら ない の だから、 ほんとうに 思い やる の も あわ 

れな ほどでしょう。 



も 年寄り も 病人 もこの ころば かり は 晴れ晴れ とな つ て 

子どもの ようになります ので、 かしげが ちの 首 もまつ 

すぐに、 下向きが ちの 顔 も 空 を 見る ようになる のが こ 

の ごろです。 で、 往来の 人 は 長々 見 わすれて いた 黄金 

の 王子 はどうして いられる 事 かと ふりあおぎ ますと、 

おどろくまい 事 かすき 通る ほど 光つ て ござった 王子 は 

らいびょう まっくろ 

まるで 癩病 やみの ように 真黒で、 目 は 両方と も ひた 

と つぶれて) J ざら つ しゃります。 

「なんだ このぶ ざま は、 町の まん 中に こんな もの は 置 

いて 置け やしない」 

と 一 人が 申します と、 
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